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市
は
、
原
爆
や
戦
争
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
ず
、
平
和
の
尊
さ
や
戦

争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
平
和

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
は
８
月
４
日
に
庄
原
市
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
７
日
に
東

城
支
所
で
「
被
爆
体
験
証
言
の
伝

承
講
話
」
と
し
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、
被
爆
体
験
伝
承
者

の
八や

つ
だ田
聖せ

い
こ子
さ
ん
（
庄
原
会
場
）、

岡お
か
も
と本
和か

ず
よ代
さ
ん
（
東
城
会
場
）
が
、

写
真
や
絵
、
当
時
の
広
島
市
の
地

図
な
ど
を
使
い
、
被
爆
者
か
ら
受

け
継
い
だ
、
原
爆
の
悲
惨
な
状
況

や
平
和
に
対
す
る
思
い
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
私
が
で
き
る
こ
と

は
小
さ
い
で
す
が
、
で
き
る
こ
と

を
し
て
平
和
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

「
80
年
が
経
過
し
て
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
が
増
え
て
い
る
の
で
、
伝

承
し
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大
切

な
こ
と
だ
と
思
う
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

市
は
今
後
も
、
戦
争
や
原
爆
に

関
す
る
記
憶
や
平
和
へ
の
思
い
を

次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
、

平
和
啓
発
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

東
城
町
粟
田
地
域
で
発
生
し
た
痛

ま
し
い
事
件
か
ら
１
カ
月
余
り
が
経

過
す
る
中
、
地
域
に
お
け
る
防
犯
活

動
の
機
運
を
高
め
る
た
め
に
、
７
月

30
日
に
東
城
支
所
を
会
場
に
「
庄
原

市
防
犯
決
起
集
会
」
を
開
催
し
、
防

犯
活
動
に
関
わ
る
関
係
者
や
地
域
住

民
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
庄
原
警
察
署
東
城
交

番
の
英あ

が

た

に

賀
谷
圭け

い
す
け介
所
長
に
よ
る
「
地

域
や
家
庭
に
お
け
る
防
犯
対
策
」
の

講
話
や
、
東
城
郵
便
局
、
田
森
自
治

振
興
区
、
危
機
管
理
課
か
ら
取
り
組

み
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
の
最
後
に
は
集
会
決
議
を
採

択
し
、
参
加
者
全
員
で
「
市
民
、
各

団
体
、
警
察
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、

防
犯
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、 

力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

決
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
６
日
に
は
、
市
内
の

有
志
５
団
体
（
庄
原
地
区
交
通
安
全

協
会
、
東
城
交
通
安
全
協
会
、
庄
原

市
防
犯
組
合
連
合
会
、
庄
原
市
暴
力

追
放
協
議
会
、
庄
原
安
全
運
転
管
理

協
議
会
）
か
ら
粟
田
地
域
へ
設
置
す

る
防
犯
カ
メ
ラ
が
寄
贈
さ
れ
、
市
役

所
本
庁
舎
で
受
納
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
納
式
で
は
、
５
団
体
を
代
表

し
て
、
庄
原
地
区
交
通
安
全
協
会
の

佐さ

さ

き

々
木
満み

つ
る

会
長
か
ら
「
犯
罪
の
抑
止

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
、
安
心
安
全

な
地
域
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
八
谷
市
長
が
目
録

の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

　

事
件
後
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

要
望
し
て
い
た
田
森
自
治
振
興
区
の

名な
ご
し越
和か

ず
ゆ
き之
会
長
は
「
地
元
の
思
い
に

応
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
庄
原
市
優
良
建
設
工
事
施

工
業
者
の
認
定
式
な
ら
び
に
優
良
技
術

者
の
表
彰
式
を
７
月
25
日
、
市
役
所
本

庁
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
公
共
工
事
の
品
質
向

上
と
、
建
設
会
社
の
技
術
力
向
上
を
目

的
と
し
、
契
約
額
５
０
０
万
円
以
上
の

建
設
工
事
に
つ
い
て
、
品
質
や
安
全
対

策
な
ど
を
評
価
す
る
評
定
点
が
82
点
以

上
（
満
点
１
０
０
点
）
の
施
工
業
者
お

よ
び
技
術
者
を
認
定
・
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

　

令
和
６
年
度
に
完
成
し
た
対
象
工
事

50
件
の
う
ち
、
優
れ
た
施
工
技
術
に
よ

り
認
定
基
準
を
満
た
し
た
３
社
を
「
優

良
建
設
工
事
施
工
業
者
」
と
し
て
認
定

し
、
工
事
を
担
当
し
た
技
術
者
４
人
を

「
優
良
技
術
者
」
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

認
定
制
度
を
創
設
し
た
平
成
20
年
度

か
ら
、
㈱
大
歳
組
は
９
度
目
、
㈱
加
島

建
設
、
西
城
建
設
㈱
は
と
も
に
３
度
目

の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
谷
市
長
は
認
定
書
と
表
彰
状
を
手

渡
し
「
本
市
の
建
設
業
を
担
う
主
体
と

し
て
先
頭
に
立
ち
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
、
憧
れ
の
存
在

で
あ
り
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
、
そ
の
栄
誉
を
称
え
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
、「
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
ナ

フ
コ
庄
原
店
」
と
指
定
暑
熱
避
難

施
設
協
定
を
締
結
し
、
本
市
で
は

初
め
て
と
な
る
民
間
事
業
所
施
設

の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
が
誕

生
し
ま
し
た
。

※
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
（
指
定

暑
熱
避
難
施
設
）
は
、
熱
中
症
特

別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た

際
、
市
民
な
ど
が
暑
さ
を
し
の
げ

る
場
所
と
し
て
開
放
す
る
施
設
で
、

本
市
で
は
令
和
６
年
度
に
市
役
所

庁
舎
な
ど
を
、
本
年
度
は
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
を

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て

指
定
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
13
日
に
は
八
谷
市
長
が

ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
ナ
フ
コ
庄
原
店
を

訪
問
し
、
中な

か
た田
佑ゆ

う
き樹
店
長
に
対
し
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
施
設
の

登
録
、
協
力
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

伝
え
ま
し
た
。

　

中
田
店
長
は
「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
指
定
に
際
し
、
店
内
に
ベ

ン
チ
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
あ
る
休
憩

ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
の
で
、
来

店
時
だ
け
で
な
く
、
猛
暑
日
な
ど

に
は
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

被爆者の思いを継承
平和啓発セミナー

誰もが安心して過ごすことのできる地域社会の実現に向けて
防犯決起集会および防犯カメラの寄附受納式

建設会社と技術者の施工能力を評価
優良建設工事施工業者の認定、優良技術者の表彰民間事業所初のクーリングシェルター

指定暑熱避難施設協定の締結

総務課
危機
管理課

管財課

環境
政策課

講演を聞く参加者（庄原会場）講演を行う岡本さん（東城会場）

防犯対策について講話する英賀谷所長

受納式に参加した皆さん

八谷市長（右）から指定書を受け取る中田店長（左）店内入り口近くに設置された涼み処

▶
前
列
左
か
ら
㈱
加
島
建
設 

代
表
取
締
役 

加
島
俊
次
さ
ん
、
八
谷
市
長
、
㈱
大
歳
組 

専
務
取
締
役 
京
本
憲
幸
さ
ん
、
西
城
建
設
㈱ 

代
表
取
締
役 

石
川
秀
基
さ
ん

後
列
左
か
ら
㈱
加
島
建
設
　
松
田 

誠
さ
ん
、
㈱
大
歳
組 

宮
脇
新
悟
さ
ん
、
瀬
尾
省
二

さ
ん
、
西
城
建
設
㈱
　
石
田
隆
洋
さ
ん
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庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
第
75
回

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
庄
原
市
推
進
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社

会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

開
会
式
で
は
、
古こ

が賀
正ま

さ
あ
き明
広
島
保
護
観
察

所
長
の
代
理
で
、
光み

つ
は
た畑
学ま

な
ぶ

統
括
保
護
観
察
官

か
ら
大
会
委
員
長
で
あ
る
八
谷
市
長
へ
、
内

閣
総
理
大
臣
に
よ
る
同
運
動
の
推
進
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
君
の
笑
顔
に
会
い
た
く
て
」
と

題
し
て
、
作
家
・
保
護
司
・
認
定
特
定
非
営

利
法
人
ロ
ー
ジ
ー
ベ
ル
理
事
長
の
大お

お
ぬ
ま沼
え
り

子こ

さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
沼
さ
ん
は
、
歌
や
手
紙
の
朗
読
を
交
え

な
が
ら
、
保
護
司
と
し
て
の
活
動
や
、
社
会

で
孤
立
し
て
い
る
青
少
年
た
ち
の
居
場
所
づ

く
り
を
始
め
た
経
緯
に
つ
い
て
話
し
、
地
域

で
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
お
よ
び
７
月
29
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
、

地
方
創
生
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）に

か
か
る
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
、
株
式
会
社
松
原
組
（
福
山
市
）

と
フ
ァ
ロ
ス
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社（
大
阪
府
四
條
畷
市
）

か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
通
じ
て
寄
付

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
両
企
業
の
代
表
者
に
対
し
、
感
謝
状
の

贈
呈
を
行
っ
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
活
動
や
本
市
へ

の
思
い
、
地
域
の
未
来
像
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
株
式
会
社
松
原
組
か
ら
の
寄
付
は
高
野
町

の
地
域
振
興
事
業
に
、
フ
ァ
ロ
ス
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社

か
ら
の
寄
付
は
農
業
振
興
事
業
お
よ
び
関
係
人
口
創

出
事
業
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
、
市
内
小
学
５
・
６

年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
「
子
供
司
書
」
養
成

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
16
人
の
児
童
が
受
講
し
、
7
月
19
日

に
、
第
１
回
目
の
講
座
と
し
て
「
全
体
研
修
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
子
供
司
書
」
と
は
、
学
校
や
地
域
の
図
書
館

で
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
周
り
の
友
達
に
読

書
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
活
動
を
す

る
、
読
書
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
こ
と
で
す
。

　

受
講
者
は
、
日
本
十
進
分
類
法
の
学
習
、
絵

本
の
読
み
語
り
の
練
習
、
ポ
ッ
プ
作
り
の
演
習

な
ど
に
、
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
小
５
年
生
の
德と

く
な
が永
呼こ

は
る春
さ
ん
は

「
絵
本
の
読
み
語
り
を
す
る
際
は
、
見
て
い
る
人

に
伝
わ
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
の
工
夫
を
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
ポ
ッ
プ
も
た
く
さ
ん
作
り
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

養
成
講
座
で
は
、
12
月
ま
で
図
書
館
業
務
の

体
験
や
、
各
学
校
で
読
書
活
動
を
推
進
す
る
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

活
動
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
１
月
に
県
教
育
委

員
会
か
ら
「
子
供
司
書
」
と
し
て
認
証
さ
れ
る

予
定
で
す
。

更生保護への理解を深める
第75回「社会を明るくする運動」庄原市推進大会

持続可能なまちづくりを推進
地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）にかかる感謝状贈呈式

本の魅力を伝える「子供司書」を目指して
「子供司書」養成講座

市民
生活課

地域
推進課

教育
指導課

講演を行う大沼さん

ファロスファーム株式会社へ感謝状を贈呈

株式会社松原組の皆さんと八谷市長

受講者の前で読み語りをする児童
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